
ったため.自分達が積極的に何 をしたいとい うことはをいのに.疲労多き一 日であった.

三 日目は大田原からバスに乗 って.北北西の方向にある高林に行 くo安広さん とい うタバコ栽培農家

-.きき込みのため 14名で押 しかけ,タバコの集荷場 を'見る｡安広家は,水稲 4反, タバコ5反,午

6頭を飼育している複合農家であb,タバコの乾燥作業の最中であったoタバコは病気にをbやすい作

物なので.連作は避け,陸稲と一年かきの輪作 をしているというOタバコの栽培条件は,高温多湿.排

水が良好であることだそうだが,葉の乾燥のために広い家も必要であるとい うO那須野においては,慕

い人達がタバコ栽培 を嫌 うため.減少 しつつあるとい う｡それに代わって酪農が除 々に増加 している.

又.安広家の ように種つけだけ をして.分娩前に売る家もある｡

古 くからの用水路は現在では,底に ビ--ルをしいたD.コンク リー ト管に替えたbして.水 もれを

防いでいる｡新 しく開田した田 もブル ドーザーで床 じめをして水もれを防 ぐとい う｡河川や用水路のあ

ちらこちらに取水口が見られ.豊か覆水が流れていた｡

最終日は.近 くの城山の見晴 し台に_上D.大田原の町を一望のもとに見渡すO真近に見る印象とは違

い地表の地物が総合的に観察され,新 しく開かれた水田を地図と比較 して探 したD.高所の有効性を知

らされたO

那須扇状地にも北関東の特色の-つである屋敷森が多く見られ,か し.杉.ひのき,竹などが植え ら

れ.用材としても利昭されているとい うO北風 よbむ しろ.南風の暴風,否風が多いという話 しであっ

た.又従来の カヤブキ屋根 よ加はむ しろ トタン屋根の方が.風V(C対 しては強いとい うことであるo 家屋

構造は養蚕の名残 Dの煙出しのある家が多 く見られた｡

一つの.あるまとまった地域を綿密に調査す る巡検は初めてであったが,一 日中歩き回るとい うこと

がいかに重労働であるかを知 らされた｡年令的には松井先生の与は どの我 生々徒が疲れた･疲れた･ と

音 をあげても,先生は もくもくと調査を続け,少 しも休 もうとは夜きらない.精神力が強 く.お元気夜

のには本当に驚かされたO根気のいる野外調査の実際を教えていただけて幸いとおもっている.

この巡検の もう一つの思い出は.三 日目にきき込みに行った安広さんのお宅でだして下さった島1い し

め.おいしい トマ ト.那須 というと松井先生のお顔 とおい しい トマ トを今で も思い出します0

(4年 石井記 )

山 形 ･秋 田 巡 検 (式 教 官 )

昭和 44年 5月5日～ 9日

(4年実施 )

｢東北の 5月は ヨーロッパの光の春を思わせ る｣とい う式先生の言葉に誘われて.合憎の くもb続 き

ではあったが. リンゴの花盛Dの東北へ,春を2度迎える気持で大学生活最後の巡検に旅立った｡
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山形駅集合,男鹿半島寒風山山頂解散 とい う,奥羽本線,陸羽西線.羽越本線を乗 b継いでの大旅行

であった｡

巡検の目的は.東北地方の中央盆地列,出羽山地 と日本海側平野を比較 し.各 の々自然と土地利用の

関連性 ･特色を把握 した上で,将来の開発に対する可能性を全国的視野から考えてみる,とい う点にあ

ったが.スキー観光を主とした温泉集落,出羽山地の カルデラ,シラス.地すべ b地形.象潟の地盤隆

起.各都市の歴史と都市計画等盛沢山を内容に.個 の々事象の観察で精一杯 という処であった.

東北地方はその地理的位置か らして.日本の後進地域 として取残されているが,反面そのために.育

をがらの城下町等の面影が残D.近代的土木技術を導入 し夜がらも.河川水運と集落立地や城下町 とし

ての機能文化等の歴史的条年が,市町の都市計画の上に反映している事が よくわかった｡ しか し各市が

=業誘致等によD,第二次,第三次産業中心の都市的発展を試みているのは全国的傾向に同調するもの

で.勿論その中で,不利を交通位置,気候条件 を如何にカバーするか等の東北地方個有の問題はあるわ

けだが.東北地方の地域性は農村において顕著であるとおもわれ る.

東北地方は冬期の積雪が地域開発の重大を障害 と在っておD.農業的にも遅春早秋.局地的を積雪量

の微妙75:差等が.農作物の選択を規制 してお D.全体的傾向としては水稲が中心であるo 積雪のため,

冬期の作付は不可能で.出かせ ぎ等の問題 もあるが,山形.秋田は表 日本に比べ.比鞍的温暖を気候で

江戸時代の.主として関西商人出身の大地主支配のもとでの水稲中心の農業の伝統があD.政府の米価

対策,交通位置等の問題 もあって.山間の豪雪地帯に至るまで,水利のある限b,米作が行なわれてい

ち.畑作地 として昭和初期開拓の昭和村も深井戸採掘によD昭和 38年 よ則謂田され. 3町歩平均の大

規模経営 を行Ln.叉,八郎潟の大潟村では 10ha平均の機械化経営を行う等.大規模米作農業 も出現 し

ているO 開田が不可能を.例えば神町では桑畑 としても北限であるため. リンゴ,桜桃を中心 とした果

樹作が行をわれ, リンゴは紅玉中心のため,高級品種-の転換 を余儀をくされているとはいえ,後継者

問題 も無 という農村の意気をみせている｡

最近大潟村-の第六次入植打切 勘が報 じられたが.大潟村の将来の見通 しも充分ではをいことを現地

で見聞しつつ も.他に変る作物の無い以上,現在の食生活では米作中心の農業が今後 とも.山形,秋田

では展開 していくであろうという農業の姿勢が.各地を通 じて うかがえた｡

結局.山形,秋田は地下資源開発の見通 しも薄いまま,冬のスキーを中心 とした観光,軽=業誘致を

促進 しながら.一方で積雪対策を計 D,全体 として米作を中心とした農業 を存続 しつつあるという現状

にあるようである.

又.東北の文化史上.重要な位置を占めると思われるものに.羽黒の山伏がその勢威を天下に誇 った

山岳信仰の中心地.出羽三山がある｡三神合祭殿前の鏡池から出土する銅鏡の数.古きから見ても.≡

山の信仰は古 く.重要なものであったことがうかがえる.私達は羽黒神社の宿坊に一泊することができ

て,雪の未だ消えや らぬ神社傍 でその雰 囲気 を味わったわけたが,往路,眼 を見張 らせ られた｡
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年中雪 をいだ く月 山の アス ピー テ型のおお らか を山容 や四季折 々の激 しい変化等 東北の風土 と.三 山

の厳 しい 山岳 信仰 との間には密接 な関係が あ るのでは をいか と思 われたOそれは広 々とした砂利道. や

さ しい五十鈴川 の流れに満たされて,壮厳では あるがいか に も自然 と人間 とが融合 しあった ような. あの

伊勢神社の ようで はを く,荒 々しい 自然 との たたかい. しか し.それは必ず しも敵対 関係にあ るとは限

らない. とい う印象で あ ったO

生半 可75:感想では あ るが. この東北 巡検 によD.東北 の地域性 について 目を向け る機会の あった こと

が,巡検の最大 の収穫 であ った｡

好評のうちに完結

(4年 伊坪記 )

理学博士中野尊正監修 アジア航測株式会社編

各集垂直写真 ･斜写真 ･実体視写真 ･余色写真 ･地形図 ･別冊解説付

A4判 16-7菓 各価 480円

第 Ⅰ集 日 本 の 自 然
〔表紙〕日本の特性を学ぶ必要--新潟地震によって炎上す
る貯池所⑥V字型の峡谷-一黒部川上流の十字峡 他16葉

第 Ⅰ集 日 本 の 山･川
〔表紙〕フォッサ ･マブナと富士火山帯 ④多重構造をち
つ火山一榛名火山 ⑥ トロイデ型の焼岳 他15葉

第Ⅲ集 日本の平野･海岸
〔表紙〕陸繋された函館山 ④南九州のシラス台
溝川の自然堤防 ⑥石狩平野と石狩川の自由蛇

TTYZ酬
他

地
行

第Ⅳ集(上) 日本の都市機能
〔表紙〕都市機能-三重県 ･四日市 ④現代の宗教都市一一
奈良県 ･天理市 ⑲大都市重工業地域一尼崎市 他14葉

第Ⅳ集(下)日本の都市の 地 域 構 造〔表紙〕都市の地域構造一一東京タワー付近 ⑭宅地造成-

第V集 日 本 の 集 落
〔表紙〕最古の計画的条里の村一奈良盆地の例 (釘地すべ
り地の村-新潟県虫亀地区の例 他15糞

第Ⅵ集 日本の土地利用
〔表紙〕地形によってことなる土地利用景-伊豆半島の例
⑯地すべり地域の土地利用景一一北九州北西部 他15菓

第Ⅶ集 日 本 の 災 害
〔表紙〕崩れゆく富士山頂 ⑧山地の崩壊物による谷底の
埋没一姫川の例 @土石流災善一西湖畔の例 他14菓

第Ⅶ集 日本の開発と保全
〔筆紙〕日本列島の未来像の建設 ⑲水資源の開発一園原
ダムの例 @火山地域の開発-大童山付近の例 他14菓

本写真集はアジア航測株式会社が所有する何万枚かの空中写真の中から

中野専正博士が選択されたものをもって各集を製作したものであります

なお,御希望により本集所収の写真 (印刷)を1種類につき25枚以上,

1枚40円で分売致します｡

古 今 書 院＼
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